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• スパイクタイヤ廃止以降、凍結防止剤の使用量は年々増加
傾向にあった。

• 道路構造物の劣化対策及び剤コスト削減の観点から剤散布
量の削減が求められていた。

• 安全を確保しつつ、適正な濃度を保つには濃度管理が必要。

• これまでの手測りは点での情報に過ぎず、路線全体を把握
する必要があった。

⇒車載型のセンサ開発に着手し、

実用化した。

開発の背景
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システム構成
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• 手測りによる点観測から、線的把握をリアルタイムで。

• 路面温度と濃度の同時測定及びGPSに

よる位置把握により、瞬時にＫＰごとの

凍結防止濃度が把握できる。

⇒経験のみに頼らない追加散布の

要・不要判断が可能。

• 線的な路温把握によるサーマルマッピング

の作成が可能⇒危険個所抽出

• 測定のための降車が不要で、雪氷作業の作業安全確保・時間短縮によ
る効率化がはかれる。

• 巡回車による走行のみで測定できるため、作業の標準化がはかれる。

導入メリット
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センサー装置
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塩分濃度センサ

ECU（データ処理装置）

路温センサ

塩分濃度センサ取付例



センサーの車載例
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路温センサ

塩分濃度センサ



機器類の車載例
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車内モニタ ＆ カメラ ECU（データ処理装置）

ECUモニタ表示例



凍結防止に必要な塩分濃度と現状濃度を比較し、色別表示する。

塩分濃度管理ソフト（リアルタイム表示）
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車両アイコン

測定グラフ

路面判定最新データ

（緑：適濃度、黄色：注意
濃度、赤：不足濃度）



• 前回測定のデータ・画像を１つの画面で対比。濃度・路温の変化が
読み取れる。

塩分濃度管理ソフト（データ参照）
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測定
グラフ

路面判定



塩分濃度管理ソフト（リプレイ機能）
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軌跡ドットのクリックでグラフに当該箇所の
KPにオレンジ線が引かれ、画像及び計測
データ情報が表示

画像と地図のリンク

11

軌跡のドット

オレンジ線



オプション例
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路面判定アラーム音付車内モニタ 路面ラフネス測定システム

ECUの上に装置を設置

表示例
防対PC警告音

注意ランプ

危険ランプ

音と光で注意・
危険路面をお知らせ

路面凹凸を
簡易に測定
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